第２学年 １組　数学科学習指導案

平成18年6月14日（水）第5校時
　授業者　　　　　　　　　    　 　
指導者　　
1、単元名　　　第2章　連立方程式　
2、単元について
（1） 題材の系統
　第１学年では、一元一次方程式、つまり、未知数が１つの場合の方程式について指導した。この単元では、文字が２つの場合の方程式について指導する。方程式の中の文字は変数で導入するが、連立方程式を解くときには、文字x , yを、その連立方程式にあてはまる値と考え、１年のときの方程式と同じように、未知数として取り扱う。
　連立方程式の解法の要点は、２つの文字のどちらか１つを消去して、既習の一元一次方程式に帰着させることにある。その消去の方法として、加減法と代入法とがあるが、より形式的に解を求めることができることから、加減法から先に指導する。

　第１学年では、問題文の中から数量の関係を読みとり、方程式に表して解決する学習をしている。この単元では、速さや割合などのやや複雑な問題に連立方程式を利用して解決する学習をすることになる。
　本時は、具体的な問題から、２つの文字を含んである二元一次方程式をつくり、その方程式の中の文字や解の意味を明らかにする。

　次いで、もう１つの二元一次方程式を考えて、連立方程式を導き、その意味を明らかにする。

　さらに、連立方程式の解および、連立方程式を解くなどの用語を教え、二元一次方程式の解と、連立方程式の解の違いに気づかせる。

　連立方程式の解の一意性については軽くふれる程度にとどめる。
（2） 操作活動を取り入れる視点

学校教育においては、すべての生徒が基礎・基本を確実に身に付けることができるようにすることが重要である。また今回は、初めの１時間を班に分けて行う。班での操作活動を通して、学習に参画することの楽しさを感じ、また、班ごとに同じことが分かるといううれしさを共有することは、数学嫌いをなくす手立てでもある。
　今回は長方形・正方形を使用して連立方程式の導入を図る。図形を操作することにより、筋道を立てた考察や推論の苦手な生徒でも、視覚的・直感的にとらえることができ、多くの生徒にとって連立方程式の発見や理解が可能となる。
3、単元の目標　　数量の関係を2つの文字を用いて等式に表し、これを用いて実際の問題

　　　　　　　　を形式的・能率的に処理することができるようにする。

1、 2つの文字を含む等式から文字の値が求められることを知る。
2、 連立方程式とその解の意味を理解する。

3、 連立方程式の解法を理解し、その解法に習熟する。

4、 連立方程式を問題解決に利用することができるようにする。
4、単元の全体計画　　[全13時間]
　 連立方程式  （７時間）　　　　　連立方程式とその解　2時間　[本時1/2]
　　　　　　　　　　　　　　 　　　連立方程式の解き方　5時間　
　 連立方程式の利用　（４時間）　　連立方程式の利用　　4時間
　 章末　（２時間）                基本のたしかめ

章末問題

数学展望台「つるかめ算」　

＊3つで2時間
